
【経営指標】

算出式

= 流動資産÷流動負債×100

【計画】 【実績】
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127.98

= 下水道使用料

　÷汚水処理費(公費負担分を除く)

　×100

= 経常収益額÷経常費用額×100

R5年度末

122.55

= (企業債現在高 - 一般会計負担額)

　÷(営業収益 - 受託工事収益

　     ｰ 雨水負担金)×100

経営指標

経営の健全性・効率性

経常収支比率（％） 「経常損益」：料金収入や一般会計からの繰

入金等の総収益で、総費用に地方債償還金を

加えた費用をどの程度賄えているかを表しま

す。

118.72 119.27115.78

　 指標の分類

指標の意味

流動比率（％）
「支払能力」：１年以内に支払うべき債務に

対して支払うことができる現金等がどの程度

あるかを表します。

106.67

汚水処理原価（円） 「費用の効率性」：有収水量１㎥当たりの汚

水処理に要した費用であり、汚水資本費・汚

水維持管理費の両方を含めた汚水処理に係る

コストを表しています。

127.30141.78= 汚水処理費(公費負担分を除く)

　÷年間有収水量×1000

80.17

経費回収率（％）
「料金水準の適切性」：使用料で回収すべき

経費について、どの程度使用料で賄えている

かを表します。

139.03

企業債残高対事業規模比率（％）
「債務残高」：料金収入に対する企業債残高

の割合であり、企業債残高の規模を表しま

す。

476.13493.39

125.71

= 有形固定資産減価償却累計額

　÷有形固定資産のうち償却対象

　資産の帳簿価格×100

施設利用率（％）
「施設の効率性」：施設・設備が一日に対応

可能な処理能力に対する、一日平均処理水量

の割合を表しています。

64.52 63.8964.35

= 現在水洗便所設置済人口

　÷現在処理区域内人口×100

老朽化の状況

= 晴天時１日平均処理水量

　÷晴天時現在処理能力×100

水洗化率（％）
「使用料対象の捕捉」：現在処理区域内人口

のうち、実際に水洗便所を設置して汚水処理

している人口の割合を表しています。

98.22 98.3098.30

有形固定資産減価償却率（％） 「施設全体の減価償却の状況」：有形固定資

産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度

進んでいるかを表しており、施設の老朽化度

合いを示しています。

31.71

98.50

35.09

「管渠の経年化の状況」：法定耐用年数を超

えた管渠延長の割合を表しており、管渠の老

朽化度合を示しています。

2.88 2.79

0.07

5.13

0.14

4.76

0.08= 改善(更新・改良・維持)管渠延長

　÷下水道布設延長×100

= 法定耐用年数を超過した管渠延長

　÷下水道布設延長×100

管渠改善率（％） 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状

況」：当該年度に更新した管渠延長の割合を

表しており、管渠の更新ペースや状況を把握

できます。

0.05 0.120.05

管渠老朽化率（％）

139.77

429.80
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